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映像教材の開発と素材の 流通

後 藤　　 忠 彦　＊

　マ ル チメ デ ィ ア教材の開発 ， 学習で の活用の支援の ため に ， 映像等の素材データベ ース を構成 し ， 通信

ネ ッ トワ
ーク，CD − ROM ，　 MO を用 い て の 流通が必要 に な り ，

一部で そ の試行が始 まりだ した。そ の

状況か ら考察 し，現状で の 教育に おけるマ ル チメデ ィ ア 利用 の 問題点 ， 素材データベ ース の構成 ， 教師の

教材開発 ， 学習活動で の 適用等に つ い て の 問題点に つ い て検討を行 っ た。
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1。は じめに

　 コ ン ピ ュ
ータ処理機能の向上 に よ り，

か つ て の 文

字，図形処理 卩映像 s 音声情報を含め，各種情報の

処理お よび ，多様なデータ の 蓄積が可能に な り， 情

報処理 の教育での 活用がど うに か実 用 に近づ い て き

た。通信も今後の 整備の問題があるが，双方向通信，

衛星通信 とコ ン ピ ュ
ータ関連処理 との 併用に より，

數育で の利用 に つ い て検討すべ き課題と な っ て きた 。

　 こ の よ うな，教育で の 清報活用 の ハ ー ド的な面 に

対 し，教育で の 利用方法 として ソ フ ト面 では，教材

開発 ，素材等の収集 ・蓄積，流通，教育利用，教育

の体制などが検討すべ き問題で ある。

　 とくに現状で は次の ような項目が課題となる。

  教材開発の ため の 素材の 収集 ・流通

　教材開発の ため の映像 ， 音声等の資料は ， 直接録

音 ， 撮影， 記録す る必要がある、 こ の ために
， 各地

域資料 ， 実験 ・実習等の 事象を記録 し，その流通 が

必要 とな っ て くる。こ の とき ，
こ れらは 署作権問題

が お こ らな い 情報を流通させ るべ きで ある 。

  教材作 りの課題

　映像 ， 音声 ， 図形 ， 文字等の 学習特性を配慮 した

教材の開発 ， OHP 等の提示資料 ， さらに今後印刷

物の作製へ と進めば ， 教科書問題 として 新しく検討

す べ き課 題となる。

  教材の利用

　映像，音声 も含 め，基礎的な情報活用，能力 の 育

成お よび ， これらの教材に適応 した新 しい学習方法

の 研究開発が必要 で ある。

  教育シ ス テ ム の検討

　教材流通と双方向の通信シス テム の整備によ り，

現状 の 学校教育シ ス テ ム に 不適応 の 学習者に 対 し，

学習を支援する新しい 教育シス テム等の設置につ い

て そ の可 育謝生の 研究も必 要に な る。

  各施設 の 資料の 共同利用

　各施設が もつ 教材の通信等の マ ル チメデ ィ ア を用

い た共同利用 の推進と，そ の 教材を有効に利用で き

る教育方法の研究開発 が必要で ある。 こ の よ うな映

像等の 教材資料を教育で 有効に 活用するた め に は，

現状 の ハ ー
ド的な面 で も学習支援に適するように す

べ きで ある。たとえば，現状の課題 として 次 の よう

な事項 が ある。

  画質の 向上

　教育で実際に映像教材を提示 ・処理した り， 印刷

物 として作製するために は ， 現状の テ レ ビ ，
ハ イビ

ジ ョ ン 等 の質の悪 い 画質で は不十分で ある 。 今後 ，

デー
タベー

ス 等 の 管理 され て い る映像デー
タが ， 印

刷メ デ ィ ア として 利用が可能な記録 ・提示 の シ ス テ

ム を要求すべ きで ある。

  映像教材処理の向上

　教師 ， 学習者に よる映像を有効に活用するため に

は 、 記録 ・処理 ， 映像データベ ース の利用 ， 通信ネ

ッ トワ
ークの 処理 の 簡易化と，その 質的向上 が 必要

で ある。

  児童等の機器 の 利用上 の 配慮

　パ ソ コ ン 等の機器を用 い て ，多様な教材利用 を進

め るため に は，簡単に移動が で き，机 の 上か ら落下 ，

また は児童が上 に 乗 っ て も十分耐えられ嗣 鍍 が必
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要である 。

  ワ イヤ レ ス に よる映像教材の 通信 （室内）

　教室内で 映像教材 を有効に利用す るた め に は ， 移

動電話機 と同様 に 児 童 ・生徒が ワ イヤ レ ス で通信ネ

ッ トワークを用 い て ，映像情報が活用で きる必要が

ある。

  提示方法 の選択

　学習者の利用目的 に 応じて ， テ レ ビ等へ の 提示や

，印刷物として構成 し た出力が任意に選択で きる シ

ス テ ム の 開発が 必要 で ある。

　映像等の教材流通 とそ の利用 に あ たっ ては．こ の

ような利用者側か ら見て ，使 い 易い 機器の開発が必

要で ある。

2 ．映像等の教材の 流通と利用

　 マ ル チ メ デ ィ ア の利用は ， 通信 ・画像音声処理等

の処理体系の 問題 と ， そ こ で 処理され る内容 とに分

け て考える必要が ある こ とを指摘 し た。とくに ，教

育の場合には ， 処理シ ス テム よりもそこで利用で き

る内容と利用法が問題で ある e

　た とえば ， 映像等の 情報 の 学習者に よる利用 の 可

能性 と，そ こ で用 い る各種データ の内容が，教育的

な意味があるの かどうかが問題に な る。

　また教育上は，各種映像情報が流通したとき ， 各

学年の児童 ・生徒が どの ように 利用 で きるの か ，す

なわち情報活用 の 能力が い か に あるべ きか ， リ テ ラ

シー
として の 課題 もある。

　また ， 教師側か ら見たとき ， 敦材開発 に い か に 利

用で きる の か が大きな課題で ある。

  映像情報の学習者の利用

　文字や図形情報の処理は 、 すで に ， 多 くの教科で

コ ン ピュ
ータを用 い て利用されて い る。

　しか し ， 映像 ・音声情報 に つ い て は 、簡単に 入力

可能 とな っ て きたが ，
こ れらはデー

タの 量が多い た

め，その学習者に よる処理や蓄積流通が問題となっ

て い る。

　映像 は．ビデオ カ メ ラ ・ス ラ イ ド・印刷物か ら簡

単に 入力で きるように なり，学習者 の 資料作り等に

利用 され るように な っ て きた。
こ れ らの新 しい 処理

の利用で の可 能性 として は，流通した映像を直接学

習者が い か に 使うか ，そ の 利用法 の 研究が 1 つ の 課

題で ある 。

　また逆 に ，小学生か ら映像 ・音声が，簡単に 入力

処理 が可能にな り ，
こ れを用 い た表現活動 ， 問題解

決へ の適用をい か に図るかが ， 新 しい 学力観の 視点

に立 っ た学習指導の 1つ の 課題で もある。

  映像等の流通 とそ の提示

　映像 ・音声 ・図形 。文字情報が 1つ の媒体 （CD
・MO 等）で管理 され ， 通信 を用 い て流通で きるよ

うに な りつ つ ある。また，それらの情報 を用 い た提

示方法は ，学校内で テ レ ビ表示 か ら tOHP シート

を作成 した り， 印刷物 （テキス ト等）を作る こ とも
’
可能に な っ て きた。

　 こ の こ とは，現状 の メ ディア の利用方法から，教

科書問題も含め ， 教材の在 り方， 及び流通の方法も

今後検討が必要 となろう。 学習者側か ら見たとき ，

同
一
情報を自分の 好きな表示方法で選択 し 、 利用す

る こ と が 可能 とな る 。

　たとえば ， 今後ある教材が蓄積されれば ， 同 じ教

材 をデ ィ ス プ レ イ で 表示 さ せ る か，音声で聞くか，

印刷物 として本の ように利用 し学習するかが選択で

きる。

　
一方 ， 双方向の通信の利用が可能になれば ， 教師

と学習者，学習者 と学習者の 間で の映像等の情報流

通に よる学習環境を作る こ とも可能に なる。

　 たとえば ， 学習テーマ を設定 し ， 校内 の通信ネ ッ

トワ
ークを用い て ，各教室から生徒が意見を出しあ

い
、 聞題 を解決する 1つ の 手掛か りと して の 利 用 も

されて い る。そ こ で は ，映像 ・音声 ・図形 ・文字等

の 何を用 い て ， どの ように 表現すれ ば
， 自分の 考 え

が的確に相手に伝えられるか ， また ， 各生徒の意見

をコ ン ピュ
ータ に 蓄積 して おき，そ の 中から必要な

情報を得て ， 自分の考えをまとめる参考に利用 して

い る例 もある。

　すなわち ， 映像等がどの ような方法で提示する か

選択が可 能な処理 シ ス テム へ の発展が ，
こ れらの 情

報を有効に活用 で きる か決め る こ と に な ろう。

  各情報活用 の 利 ffiの 可能性

　こ の ような映像教材 の 活用 を進めるに は，映像 ・

音声 ・図形 ・文掌情報が何年生からコ ン ピ ュ
ータ等

を使い活用可能に なるかを検討 し ， その 上 で ， 教材

を構成するこ とが必要とな っ て くる。

　 こ れ らの 情報活用 の
一

貫 した カ リキ ュ ラム を検討

するため に ，平成 4年，5 年の 2年間で t 数十校の

小学校 ・中学校 ・高等学校で調査し た結果 ， 映像 ・

音声をコ ン ピュ
ータ に記録 した り， 図形 を描 い た り

して ，簡単な処理 で 自分 の 考えを表現 したり，問題
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解決 に利 用する こ とは ，小 学校 1 ・2年生か ら可能

とされて い る。今後，新 しい学力観 の 視点で メ ディ

ア を利用 し た表現活動 ・問題解 決で の活用 の検討が

必要で あ り，そ の 中で映像 教材 の 流通を考えるべ き

で ある。

  映像等の 収集と流通

　こ の よ うな情報活用が可能に なる と，そ こで 用 い

る情報の 収集，流通が必要とな る。

　こ の とき ， 教師や学習者が収集で きる情報は，当

然各自で 記録 ・処理するが ， 学校で 教師 ・学習者が

収集困難な情報 に つ い て は，共同で 収桑し流通 させ

るような s 情報環境の整備が必要となる。

　 こ の ため，映像 ・音声 ・図形 ・文字情報を共同で

収集 し，流通させ るため の 素材データベ ース の 開発

も進め られ ようとして い る。

　たとえば ， 全国の 理科 ・社会
・
国語科の 各教科の

教材 となる素材を集め ， CD − ROM やMO 等 に 記

録 した資料 の 流通，さらに ， 今後通信ネ ッ トワーク

の整備が されれば，通信を用 い た情報流通も可 能 に

な り，情報環境の 整備が進む と考えられる。

　現状で も ， CD − ROM 等に よる補助情報と教師

・学習者が収集した情報を用い て ， 蓑現力 の育成，

問題解決へ の 適用 が図られ る よ うに な っ て きた。

3 ．映像等の 収集 と流通の 課題

　 〜デー
タベ ース の構成〜

　映像等の収集と流通 に は ，全国的な協力体制 と，

データの共通化が必要 となる。

　素材の 提供 と教材作 りの 課題 と して は ，

  映像等素材の作成 ・収集

  著作権の 問題

  資料収集と開発の共同利用体制

  案内 （こ二次）情報の 整備されたデータベ ース

  各社パ ソ コ ンで 共同利用可能

などの 検討が必要で ある 。

　素材の 収集と共同利用の 必要性に つ い て は，平成

4年 3月に 文部省か ら報告された r新しい 教育 メデ

ィ ア を活用 した視聴覚教育の展開に つ い て 」 で も，

マ ル チ メ デ a ア の普及 の 課顯 として 。映像資料 の 共

同利用 が 重要だとされて お り， 映像資料などの 収集

にあた っ て ，著作権に つ い て も十分 に 配慮すべ きだ

とされて い る。

　そ こで教材を作成するため ， 多 くの資料が多くの

教師に より集められ ， デー
タベ ース作 りが始まりだ

した。た とえば，学習シ ス テ ム 研究会 で は現在，映

像情報が約 2 万件記録され て い る。

　こ の ように集め られた多 くの 資料を，共同し て多

くの 教師が利 用す るため に は ，
い ろい ろな問題があ

る。

　そ の 第
一

は，収集された映像等 の 素材が教材 とし

て どの ように使えるの か の案内憐報 ， す な わ ち 二 次

情報をつ けなければ他の 人が利用する こ とはで きな

い。そ こで キーワードなどの 二 次情報をつ けた素材

の データベ ース の構成が必要となる。 こ の ため ， 学

習 シ ス テ ム 研究会で は ， 各教科で の教材の 検討に用

い る研究が十数年前か ら進め られて い る。

　また，多 くの学校の 授業で 活用す るため に は s い

ろい ろな コ ン ピ ュ
ー

タで映像資料な どが共通し て 利

用で きな ければならな い。そ こ で ，素材の データベ

ー
ス は，各社の パ ソ コ ン等で 共通利用で きるように

デー
タ管理 を進める必要がある。

〜二 　次　情

1 ．表題

2 ．分野

3 ．教科

4 ．学年

報　の　内　容〜

5 ．資料数

　　全項目数

　　映像数

　　音声

　　図形

　　動画

　6 。利用上の注意事項

　7e 作成年月

　8 ．著作権等 （注意すべ き事項も記入）

　9 。作成者

　デー一タベ ース が記録する二 次情報 として は ， 資料

の 表題，利用で きる分野 ， 教科 ， 学年，視聴の 内容

説明 ， さらに，利用上 の注意 ， 作成年月目，作成者

と著作権に関する情報な どを整理 して記録する。

　一般 に 、大きな コ ン ピ ュ
ータを使 っ たマ ル チ メ デ

ィ ア素材は ， 何万件，何十万件 の 資料で構成され ，

今後通信ネ ッ トワークの整備が望まれるが，それま

で の 間CD − ROM やMO の 利用が 必要と なる。 と

こ ろが，CD − ROM や光磁気デ ィ ス クMO で記録

する こ とは多すぎて全データを各教師に 提供す る こ

とは で きな い
。

　そ こ で ，分野別 に まとめて，CD − ROM やMO

で の提供が進め られ て い る。

　こ の とき，
コ ン ピ ュ

ータの 機種に よ りデータ の 様

一 4 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

式が違 うた め ， 利用され る機種 に 応 じて変喚して デ

ー
タベ ー

ス を提供する必要がある。

　学習 シ ス テ ム 研究会 で は ，1 千 6 百万色の フ ル カ

ラーを基礎データとして用意 し，3万 2千色，25

6色，Windows 用 に変換 して ， 各メーカー
の

機種で利用で きるようにな っ て い る。

　こ の ような CD − ROM ，　 MO で提供された マ ル

チ メ デ ィ ア素材の データベ ース は，学習指導で 必要

な資料を検索し，学習者に提供 した り， 教師が教室

で提示用 として 利用 し，教材開発に利用で きる 。

　教師が教材開発するため に は ， 必要なデータを抽

出し．各機種が もつ 教材作成ソ フ トを利用する。

　また ， 資料提示 として は ，当然，データベ ー
ス の

シ ス テ ム を用 い て ，検索 した結果を提示順 に 並 べ て

テ レ ビな どで表示する こ とが必要に なる 。

　映像デー
タの 記録方法としては，最も基本的なデ

ータ として ， 全紙に拡大 したときに ，写翼 として十

分利用 で きる よ うな高画質で あ るこ とが必要 とされ

る。とくに ，印刷メ デ ィ ア として出力し，教科書と

して の 利用 を考え た と き，編集処理 が可 能な高画質

が要望されよう。

4 ．おわ りに

　新 しい 学力観に立つ 情報活用 として s 文章創作表

現 ， 画像表現か ら，コ ミェ ニ ケ
ーシ ョ ン

・ス キル な

どの多様な活用法が ， 各教科で試行され るに は ， 当

然情報環境の整備が必要とな っ て くる。

　た とえば，機器の 整備だけで は教育で の 利用は困

難で あり， 学校教育で 有効に使 うため に は ， 機器や

通信等の ハ
ー

ド的な整備とともに ，そ こで利用する

惰報の整備をい か にするか が重要で ある e また ，
い

か に情報が整備されて も，それを利用する学習著の

情報活用の能力育成と ， 教育 シ ス テ ム の 整備が な さ

れなければ、十分な活用 が 図れない 。

　こ の こ とは 露 最近の新 しい メ デ ィ ア の教育利用 の

颪 で も同様で 、ハ
ー

ド的面 が先行 し，広 い 意味で の

ソ フ ト薗 の 整備 の 聞題，活用能力 の 育成の 視点で の

検討を忘れて は
一

体何 をする シ ス テ ム か多 くの 疑問

がで て こ よう。

　 こ の た め に ，必 ず，

  新 しい 教育メ ディ ア の 利嗣 が 可能な映像等 の 情報

　環境の整備

  新 しい 教育メ デ ィ ア の 利用が可能な学習者の 育成

が ，重要で ある。

  情報環境の整備

　楽 しい メ デ ィ ア を有効に 活用するためは ， まず教

師の教材開発，学習者の情報の収集 ・整理 ・処理 を

用い た問題解決 ， 表現の 育成な ど，新 しい 学力観に

立 っ た隋報環境の整備が必要で ある。

　そ こ で は，学習者が自然 ・社会との コ ミュ ニ ケー

シ ョ ンで の学 習体系に，もう 1つ 新 しい メデ ィ ア を

使 っ た ， 情報の収集，問題解決 ，表現力 の 育成な ど

，教育が で きる環境整備が必要で ある 。

　こ の とき ， 学習者が直接収集で きない 情報や，教

師 の 教材開発 に 必要な情報が得られる環境整備が重

要と なる。

　 こ の 課題 を解決する 1つ の 方法として，映像 ・音

声 ・図形 ・文字の 素材を収集し ， 教師や学習者が 自

由 に利用で きるデータ ベ ース の整備がなされだ した

。こ の とき，情報の 流通 として は，CD − ROM や

通儒ネッ トワークが，今後用い られるで あろう。

  新しい メ デX ア の利用を可能にする教育

　学習者が必要とする映像 ・音声 ・図形 ・文字情報

を選び，自分 の 考え方を表現 したり， 問題解決の 1

つ の方法として利捫で きるようにするためには ， 新

しい メ デ ィ ア の 利用を可能に す る教育が 必要 に な る

o

　とくに
， 今後 ， 日常生活の 中で の マ ル チ メ デ ィ ア

の 利用を考えたとき，一方的な情報提供か ら s 双方

向の情報流通が進み だすと，自分の考え方を表現す

るの に適 した映像 ・音声等 の伝達機能を知 り，相 手

に的確に情報を伝える能力の 育成 も重要に なろう。

　また s 多様な情報の 中か ら ， 必要な情報を取 り出

し， それを加 工 処理 し s 問題を解決で きるような能

力も重要 に な ろ S ，、

　これらは，決 して新 しく課題にすべ く能力で はな

い が，新 しい メ デd アの 出現に より，それを有効 に

活用 するた め に 、 特に 、 重視すべ き事項として ， 検

討が必要 とな ろう。

　こ の ような情報活用 をい か に進め る か が，教師の

教材開発 の 視 点で も，そ の 活用 が 問われ て くる と考

えられる。まず，単習蓍が使 い ，次 に 教師が教材 と

して活用する逆の進め方も J
こ の ような新 しい メ デ

ィ ァ に ｝よ必要 とな ろう。
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